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牛の胃内の細菌 と原生動物 との相関関係II

細 菌 と原 生 助物 との 共棲 試 験

赤 司 景

Interrelation between bacteria and protozoa in bovine rumen (II) 

      On the symbiose-test of protozoa and bacteria 

                 Akira Akashi

1.緒 言

牛の胃内(特 に第1胃)に は,多 数の細菌類 と原生動物が生棲 し,之 が直接,間 接に動

物体の栄養に関係 していることは推定されるが,そ の機構に関 しては種々 論議されている

が,或 一部には之をinvitroに 解決せねばならない面 もあるようである.即 ちこ」に一・

つとして考えられるのは,細 菌 と原生動物の生棲上如何なる関係があるかということであ

る.之 等微生物が胃内でi無制限に増殖 してい く?:とも考えられす,相 互間に抑制,共 棲が

あることが推定 される.従 来土壌中の原生動物は,細 菌の或種を捕食し,又 は共棲すると

いわれている.

NasirはAzotobacterが 原生動物 と共棲 することを報 じ平井 ・日野 もそれを認めて

いる.動 物特に反甥獣の胃内に於ける細菌 と原生動物が,其 の相互間に共棲又は拮抗作用

があるかについては未だ報告 されていない ようである.

著者は之について些か興味を持ちinvitrσ に共棲試験を行つた.

2.実 験材 料並 び に方法

胃の内容は屠場にて屠牛25例 につき,屠 殺直後採取 した ものである.先 す妊気的なも

のを普通寒天で分離を行い,原 生動物は赤司3)が報告した如 く培養を行つた.共 棲試験は,

分離 した細菌 を3ccのRinger・serum(8:2)で3日 間培養後充分振盈 して,減 菌試験

管に入れた無菌生理的食塩水(1cc)の 中に0.1ccつ つ移注し,1つ を対照とし他方に原

生動物の純培養 した ものを注加する(樹 との場合の細菌 と原生動物の数的比は 広瀬4)に よ

る第1胃 内の原虫数と細菌数を参考とした).而 る後3日 間37℃ で培養を行い後稀釈培

養して,集 洛を数計し,原 虫と共棲 したものと対照とを比較 した.

13 .実 験 結 果

1.細 菌の分離 分離した細菌の形態,染 色,生 物学的性状の検討を行つたととろ次の

通である(樹 之は25例 より得た菌株であることを附記する).



406

Table 1. Isolated



407

aerobic strains.
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2.共 棲試験1)上 述の如 く共棲試験を行V・数計にはRinger培 養液0.1cqを1万 倍に

稀釈し普通寒天平板に培養 し3日 後集洛を数え0,1ccの 細菌数とした.結 果は次の表に

示した通 りである.

Table 2. Number of baceria in symbiose test.

 B : bacteria alone. B + P : bacteria and protozoa.

尚 此 の 試 験 は,～ 二れ 以外 に数 回行 い,数 値 は異 な るが,同 一 の 増減 の傾 向 を表 わ した.

即 ち原 生 動物 と細 菌 との間 に何 等 か 共 棲 又 は 拮 抗作 用が あ る様 に 見 受 け られ る.

3.共 棲 試 験(2)第2表 に 於 て,2ylM。 は溶 血 性,マ ンニ ツ ト分 解,ゲ ラ チ ン液 化1性の

MieroeOCCUS属 中 のStaPhylO.auriUSと 思 考 され るが,之 が 原 生 動 物 に抑 制 され る傾

向 あ り,他 の4/M3,2/Miの 如 きStaPhlo.属 の 病 原性 の微 弱 な もの は反 対 に増 加 を示

す.又2B、/M2の 如 きEcherichia属 中Aerogenestypeと 推 定 され る もの は,増 加

を示 して い る.こ れ 即 ち原 生 動物 の 病 原菌 又 は非 病 原 菌 に対 して或 は抑 制 共棲 作 用 が あ る

と思 われ,間 接 に は動 物 体 の 栄 養 に も関係 あ る こ とで あ るが,分 離 した 菌 株 よ り,strain

の 明確 な病 原 性 を有 して 而 も消 化 管 内 病 原細 菌 の数 種 例 え ば,Sal.(PA,PB,tyPhosa,

H.)Bacill〃s(oo〃60〃 ¢munistyP〃 〃mriu〃 の(九 大 株)に つv・て共 棲 試 験 を行 つ

た.結 果 は 次 に示 す通 で あ る,
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Table 3. Symbiose test of Protozoa and pathogenic 

           strain of intestinal organ.

荷 とれ と比較する為抗菌性カツプ検定法により,検 討を行つた.即 ち之等細菌のブイ ヨ

ン培養液を滅菌シャーレ中 に一滴入れ50。・`》60℃に冷却 した溶融寒天にて平板固形培養基

を作 り,之 に標準抗菌用検定カツプを立てカツプ内に原生動物の培養液を入れ,孵 卵器内

に一昼夜培養して形成する抗菌 リングを見た.成 績は次の通である.

Table 4. Ring shaped in symbiose test of protozoa and bacteria.

4.総 括 及'IN'考 案

(1)牛 の 胃内 の細 菌(妨 気 性)を 普 通 寒 天 に て分 離 しBaeillttS5株(gram陽 性2,

gram陰 性3)Streptococcus3株,Micrococcas4株 を屠 牛25例 よ り分 離 した.

之 等 は 第1胃,第2胃 に於 て 多数 分 離 され るが,第3胃,更 に第4胃 に於 て は一 部 を除 き

減 少 して い る様 で あ る.
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(2)牛 の 冒内 の原 生 動 物 と(invitro)共 棲 試 験 した 結 果 増 加 す る もの はBaci〃as

5株 中4株,MicrococctZs4株 中StaPhylo.属 の 病 原 性 少 き ものが3株 で あ り,減 少

す る もの はBacillus1株 で 楕 円形 のNitrOCPtstisと 推 定 す る1株,StrePtococcusの

3株Micrococeus4株 中溶 血 性 の 強い,ゲ ラ チ ン液 化 性 で 且Mannite分 解 力 の あ る

StaPyhlo.aariasと 推 定 さる1株 で あ る.

(3)消 化 管 内病 原 細 菌 の 数 種 を と り,Sal.(PA,PB,tPtPhosaH,tyPhyimariam),

B.colicom〃zunis(九 大 属 株)に 於 て 共 棲 試 験 の 結 果 原生 動物 に抑 制 され る よ うに見 え

るの は.Sal,(PB,tyPhosaH)B.colicommunisで あ る.

(4)他 の病 原細 菌 との共 棲 試 験 は今 後 更 に検 討 の 予 定 で あ る.

欄筆するに当 り本 研究 に御援助及び御指導 を賜 りし主任教 授加藤嘉太郎教授,本 学平井敬 蔵教授,

岩田 久敬教授,吉 井甫教授,東 大越智勇一教授に深甚 なる謝 意を表す る次第で ある.
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 Résumé 

I ) By using agar-agar, 12 aerobic strains have been isolated from bovine 

rumen of 25 slaughtered cattle. They are five of Bacillus (gram+2 and gram 
—3), four of Micrococcus (gram+4) and three of Streptococcus (gram+3) . 
Positive degrees of these isolated strains are 950 in rumen, 850 in reticulum, 

650 in omasum, NO in abomasum. After symbiose test (in vitro) of protozoa 

and bacteria in bovine rumen, it has been recognized that 4 strains of 

Bacillus, and 3 strains of Micrococcus are feeble in their pathogenic-natures. 

In those strains, the number of bacteria was increased more than that of the 

control. And 1 strain of Bacillus which is oval in shape, and 3 strains of 

Streptococcus which are haemolitic, gelatin-liquefieable, acid-productive from 

mannitol were decreased more than the control. To study the interrelation 

between protozoa in rumen and pathogenic strains of organism of intestinal 

canal, Sal. (pA, pB, typhosa H) and B. coli communis have been used. 

Sal. (pB, typhosa H) and B. coli communis are seemed to be restrained 

by protozoa in rumen.


